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子 ども参加 ・参画型保育 における 「話 し合い活動」
の充実に関 しての一考察
一 子 どもの権利条約における意見表明能力の育成 における

















命」、18世 紀では、厂フランス革命」、そ してアメリカでの 「独立宣言」 と人権思想は地理的に広
が りを見せ、20世 紀は、一部の特別な国や地域 を除いて、世界中に人権思想が広がった。地理
的な広が りだけではな く、その人権思想を享受する対象も広がった。人権思想の恩恵を受けて
いたのが、貴族や僧などの特権階級か ら、一般市民にまで広が り、19世 紀においては、人間と
してみなされていなかった 「奴隷」 と称 されていた人々にまで広がった。20世 紀後半は、その
広がりは社会的弱者の方に向いた。障害を持った人々、女性、そ して子 どもである。20世紀後半
では、世界的規模で前者の人々の人権を保障できるような取 り組みがなされたきた。そ して、
1989年 に国際連合総会において 「子どもの権利条約(児 童の権利に関する条約)」が採択 された。
子どもの権利条約が成立したことにより、それまでの子ども観が大 きく転換することとなっ
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った。このことは歴史的見て大 きな転換点である。そ して、子 どもの権利条約の中で注 目する








れ、子 どもは、「保護の対象」だけでな く、「参加する主体」 として認められるようになった。
このように子 どもの権利条約は、「子ども観」そのものを大 きく変化させたのである。「子 ども
観」の変化は、「教育観」の変化へ と繋がる。従来教育の 「受け手」であったものが、教育を受
ける権利者 として、積極的な意味での権利の主体者となった子 どもの教育についてこれ より考
えていかなければならない。








持たれなくなっている。 しか し、人権は人間が生まれなが らに有するものであ り、何人た りと
も法律に基づかずに奪われることがないものである。ゆえに、年齢にかかわらずその重要性は
失われるものではない。また、人権は、生活の中にあるものである。日常の生活の中で、人権








い くものである。人権の大切さを知ること、人権 という言葉を教えるのではなく、人の大切 さ、
命の大切さを教えてい くことである。また、それに伴い、他者に対 して否定的な概念を持った
り、特定の集団に対 しての偏見を持ったりすることを避けた り、持っているものを克服してい







育 として、子 どもが参加 ・参画する保育にについて考察 したい。
1.問 題の所在
これまで、「教 える側の大人と教えらえる側の子 ども」 という関係が存在 した。特に教育カリ
キュラムにおいては、教える側の独占的事項であった。第12条 は、第13条 、15条 と併せて 「子
どもの参加の権利」 とみなされている。このことから、学校等での決定に関して、カリキュラ
ムも含めて子どもが意見を表明できることは、 これまでの教育 における子 どもと大人との関係
を根幹から改めるものであると考える。
子 どもの権利条約の第12条 の 「子どもの意見表明権」では、子 どもが自らに関わる課題につ
いて自分の意見を述べ ることを認めている。 しかし、まったくの無条件 ということではな く、
その対象 とされているのは、「自己の見解 をまとめる力のある子 ども」であり、また、表明され





性について考えなければならない。「従属物 としての子ども」や 「保護、指導を受ける対象 とし
て子 ども」 というのが従来の考え方であった。そのことがまったく否定的に機能してきたわけ
ではない。そのことにより、子 どもは大人によって守 られ、指導を受けて きた。そのことは社
会的に考えて一定の成果を生み出している。社会における価値や必要な知識などを効率的に教
えられてきた。 しかし、「子どもの最善の利益」を考慮されず、大人の都合により子 どもが振 り
回されているとい う現実において、従来の考え方は、適切 とみなされないようになった。認め
る側は大人であるが、大人が認めるという資格に値 しない場合 も想定される。 したがって、そ
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のことは、今後いかに大人が認める立場としての資質に値するようにするかという課題である。
この問題に関して、教育の立場 として考えてみる。従来における関係性は、成熟 した大人 と未
熟な子 どもという関係に基づいた教育の基本線が存在 していた。しか し子 どもの権利条約にお
ける新 しい関係 においては、この 「未熟」を教育によって成熟 させていくことが必要であると
考える。
「子 どもの参加権」とは、子 ども自身に影響を与える事柄について見解を表明、参加で きる






齢になった時 より、突然ある程度の責任を押 し付けるというようなや り方では、子どもに責任
能力、また責任に伴った行動を求めることは困難である。責任能力 とは、日々の責任を受ける
ことに対 しての行動により育まれていくものである。このことより、子 どもの意見表明 ・参加
権 を育てるために、 日常の生活の中で、責任 を持った行動を経験させる必要がある。したがっ
て、その最大たるものとしての保育内容に子 どもに意見を表明させ、主体的に参加 ・参画させ
ることが重要 となる。ゆえに、子どもに保育に参加 ・参画させることを取 り入れてい くことが
必要であると考える。
子 どもが自分たちのかかわる保育に参加 ・参画ことは 「子どもの参加権」 を保障するという















II.研 究 の 目的
1、 子ども参加 ・参画型保育とは
子 ども参加型保育 とは、保育者が保育内容を決定 し、その具体的な中身を子 どもが話 し合い
によって決定する保育とする。
子 ども参画型保育 とは、企画段階か ら子 どもが保育者や保護者を交えて話 し合いによって決
定する保育 とする。
2.子 ども参加 ・参画型保育の登場の背景
子 ども参加 ・参画型保育が登場 した背景は、子 どもの権利条約の第12条 である。子 どもの権
利条約の第12条 の日本語訳は次の通 りである。
「1.締 結国は自己の見解をまとめる力のある子 どもに対 して、その子 どもに影響を与える
全ての事柄について自由に自己の見解 を表明する権利を保障する。その際、子どもの見解が、
その年齢及び成熟に従い、正当に重視される。」









う関係へ と変化 した。また、幼児教育としての役割 として、子 どもの意見表明権が認められた
ことに対して、子 ども自身に自らの意見を表明できる能力を教授 しなければならないという課
題が現れた。特に、子 どもの権利条約第12条 に 「自己の見解をまとめる力のある子どもに対 し
て」 と明記されているように、子 どもに対 して自己の見解をまとめる力を育成していかなけれ
ばならない。
このような背景の下、保育内容の決定に子 どもが参加 し、子 ども自身が保育の計画を担う参
画型の保育が登場 した。
3.目 的
子 どもが参加 ・参画する保育においては、子 どもたち自身が関わる保育計画について、子 ど
もたちが様々な意見を出し合い、一定の結論にまで到達することが求められる。しか し、乳幼
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児の発達の観点か ら、また、子どもの生活経験から、話し合いを行うこと自体が難しく、 また、
話 し合いによって決定された事項を遵守 した り、す ぐに実行 した りすることは、子 どもたちに
とってかな り困難なことであると考える。実際に、ある保育所 において試み として保育実践に
子 ども参加 ・参画型保育を取 り入れてはみたが、初めの話 し合いへ参加する子 どもが少なかっ
たり、話 し合いによって決定へ とたどり着 くことができなかった りし、子 ども参加 ・参画型保







保育の根幹には、子 どもの権利条約の第12条 があり、子どもの意見を尊重 して、保育に参画す
ることをねらいとしている。したがって、頻繁に子 ども同士による 「話 し合い活動」が見 られ
る。しかし、自分の意見を表明する経験をしたこともな く、話 し合いを経験 したこともない子
どもが 「決めなければならない」 という場に置かれた ときに、右往左往する様子が見られた。
その結果、保育者が意図する方向へ と誘導 してしまうという事例も報告された。
上記の保育所の事例 より、「権利」 として尊重するあまり、「能力」を培 うことが見過ごされ
てしまったと考える。J.デ ューイの説明する 「経験」 と 「教育」より、子 どもが意見を表明で
きる能力 を培 う手段 として、「話し合い活動」を位置付けることができると考える。子 どもによ
る 「話し合い活動」の充実こそが、子 どもの意見表明 ・参加権における子 どもの成熟を育てる



















が少 なくなることもあ り、グループ数が複数になることもあったので、各話 し合いのグ
ループには、保育士がついていたので、そのときの記録を参考にした。
・聞き取 り
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どうしていいのかわからず、戸惑っている場面が見 られた。本質的な話 し合いにならず、話を
するのも特定の子 どもだけにな り、多 くの子 どもはかかわることすらなく、厂まとまる」 という
ものではなかった。
また、子 どもにかかわることをすべて話 し合い活動にするということで、それまで保育士が
考えてきたことを一気に課題を話 し合い活動に任せて しまったために、話 し合いをする回数が
設定できる限界を超えてしまったために、1回 の話 し合いの時間を1時 聞半から2時 間 くらい
にしなければならなくなった。その結果、結論を出さなければならない締め切 りに追われてし
まい、保育士が自分の思いの方向に誘導 し、子 どもの意見が尊重されな くなった。
②第2期 結論を求めない時期
第1期 の反省か ら、課題 としては、どう子 どもに話 し合い活動へ参加する意欲 を持たせる
か。そして、 自分の意見を言うことの楽 しさをどう持たせ るのかとい う2点 を見出 した。そ
の結果、「話 し合い」をし、結論を導 き出すことを重視するというね らいから、子 どもたち自
身が話 し合いに参加することを楽 しんだ り、「話 し合い」をした りするというね らいを重視す
るように転換 した。それは、第1期 において、結論を出すことを重視 していたのだが、第2
期においては、必ず しも結論 を求めないことにして、内容 も身近な話題をテーマにした。そ
の結果、発言に参加す る子 どもの数が増えた。 しかしながら、発言数は、特定の子どもに偏
りが見られていた。
③第3期 話 し合い活動の形態を変更 した時期
第2期 においては、子 どもに話し合いをすることの楽しさにねらいをおいた。その結果いろ
いろな意見が出るようになった。しかしなが ら、全員が意見を出 しているのではなく、発言者
に偏 りが出ていた。この反省 より、第3期 においては、より多 くの子どもが発言できることを
ねらいとした。全ての子 どもの発言回数を増やすために、話 し合い活動のグループを5人 程度
に減 らした。従来、決定事項があるときは、厂全員参加」が原則であった。そのため、話 し合い
に参加する人数が20人 くらいになっていて、全員が発言しに くい状態であった。その結果とし
て、全員が発言をしていなく、 また、一部の子どもが話 し合いに興味を示さないで、周 りにあ




し合っても時間これまでほども必要 としなかった。少人数に分けた結果、話 し合いへの子 ども
集中力が高まり、緊張感を持って他児の話 を聞 くようになり、他のことにも興味を示さなくな
り、そして、一人ひとりの発言回数が増加 した。




した。 また、話し合いが2回 目以降の場合 は、前回 どこまで話し合いをしたのか。それまで
に決 まっていることが、 どのように して決 まったのか を保育士が子 どもに説明したため、時
には、説明時間が1時 間近 くにもなることがあ り、その後の話し合いでは、子どもの集中力
が持続できなかった。また、時間的に制約のある状況下で、結論を必要としているために1
回の話 し合いが1時 間半か ら2時 間近 くになり、集中力の持続 しない子 どもがいた。集中力
が続かなかったことより、発言が減った り、別のことをし始めた りする子どもも出た。その
ために、1回 の話し合いに制限時間を設けて、15か ら20分程度にした。その結果、子 どもの
集中力が高まった。
④ まとめ




より、 また、反省 しなが ら、次の課題を見出して、部分的な修正を行い取 り組んだことにより、
話 し合いに参加する子どもの数が増加 し、積極的な態度で話 し合いに臨むようになった。また、
話 し合いで決めることの意義付けが子どもの中でできていたかのように、取 り組み方が真剣 に
なってきた。さらに、その話 し合いで決められたことを子どもたちが守るようになった。
また、遊びの中でも、ルールを決めるために話 し合いを持った り、けんかが起 こった りして
も、話 し合いで解決 しようとする姿が見られた。
子 どもにとって多人数で話 し合いをしてい くことは、日常の生活においてそれほど頻繁に見
られることではない。子 どもの生活経験か ら考えると、家庭においては特に、自分の意見を求
められることがな く、受動的に決められたことを行 っていることが大半である。 したがって、
そのような生活経験における話 し合いの経験の不足を考えることで、子どもが 日常同時に人間
関係の持てる人数が2～5人 程度であると考えた。 したがって、同時話 し合いをして、意見 を
聞いた り、一人ひとりを見渡せた りできる人数 として、2～3人 から、多 くて4～5人 程度で
あると考えた。また、時間においても、子どもが一つの活動に集中できる時間として考えると、
1回 に1時 間以上、それが数回にわたるようなことなど日常の生活において数少ない。そのよ
うな生活経験 しか持たない子 どもに対して、大人 と同じレベルの話し合い活動を取 り入れるこ
とに無理があった と考える。保育の原則は、子 どもの生活の中で行うことであり、 日常の生活
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V.考 察
話 し合いを行 うことによって、子 どもが保育に参加 ・参画 していくことにより、自分達が決
めたことを守っていく姿が見 られた。これまでの受動的な規範 を受けてきたときとは異 なり、
自分たちが決めたルールの理由を理解 して、守るということの意義が理解できたのだと考える。
このことにより、子どもの社会性が発達し、自己統制能力が高められていると考える。
このように子 どもが参加 ・参画する保育が子どもの社会性の発達に寄与 していると考える一
方、いくつかの課題が見 られた。一つに、話し合いに参加 しない子どもに対して どのように関
わっていけばよいのか。次に、話 し合いで一つの事を決定するのに、数日間もかかってしまう
ことがあ り、子どもの集中力が持続 しなかった り、時間的に間に合わなかった りすることもあ
った。








い。未熟であるがゆえに、 日々の経験の積み重ねにより、成熟へと向かって進歩 してい くもの
である。それは、この約1年 間にわたる話し合い活動において見られたように、子 どもの意見
、 を言 う能力、聞 く能力、そして決まったことを守ってい く態度と当初では考えられなかった状
態にまで、進歩 したと考える。したがって、意見表明における成熟を求めていくのならば、未
熟な段階からの意見表明の経験を持つ機会を与えてい くことが重要となる。




デューイの 「経験」と 「教育」の説明より、「経験」が人間を未熟か ら成熟へと導 くと考える。
人間は、「経験」の積み重ねにより成長し、能力を身に付けてい くのである。「意見表明」に関
して考えてみても、その能力を生来持ち合わせているのではなく、経験の積み重ねによってそ
の能力が身に付けられてい く。したがって、保育への参画のために自己決定 を行 うことをねら
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いとして 「話 し合い活動」を持たせるよりも、話し合いの 「経験」を積 ませることをねらいと
して 「話 し合い活動」を位置付けていくことが必要であると考える。保育所 における観察の結
果から、参加させることに重点を置いたのでは、子 ども自身にその能力が備わっていないので、
その権利を十分 に実行することができない。子 どもの意見表明能力を育ててい くことに重点を
置いていかなければならない。 したがって、保育内容への参加 ・参画に限定 した 「話 し合い活
動」にするのではな く、普段のあらゆる生活場面で子 どもが話 し合いを持てるように状況設定
することが必要であることを意味している。
子 どもの権利 として、保育への参加 ・参画は重要 となってくるが、課題としては、参加 ・参
画させる能力を習得させることだと考える。子どもによる参加 ・参画型の保育において、基礎
的な話 し合い能力こそが重要であると考える。
今後、保育者は話 し合いを行 うテーマや、場面、時間などについて検討して、さらに子 ども
が興味、関心を持って、積極的に話 し合いに参加 して、 自らの意見を表明して、他者の話を聞
いていく、そのような能力を培うことができるようしてい く必要があると考える。
〔引用文献〕
田中亨胤編著 『教育 ・保育双書2保 育原理』1997北 大路書房pp.29-31
(その ひろあき 昭和女子大学)
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